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種別

部位 石材 高 幅 厚

丸彫像

蓮台 安山岩 17.5 49.0 38.0

像 安山岩 60.0 45.5 31.0

丸彫像

角台石 安山岩 22.5 50.5 39.0

蓮台 安山岩 19.0 58.5 46.5

像 安山岩 68.5 60.0 42.0

丸彫像

蓮台 安山岩 10.0 25.0 25.0

像 安山岩 18.0 20.0 16.0

丸彫像

角台石 花崗岩 45.5 53.5 53.0

蓮台 花崗岩 24.0 65.0 65.0

像 花崗岩 64.0 52.0 35.0

浮彫像

台石 花崗岩 26.0 60.0 48.0

塔身 安山岩 51.0 31.0 10.0

板石標

角台石 花崗岩 28.0 46.0 51.0

塔身 安山岩 62.0 37.0 19.0

板石標

台石 花崗岩 36.5 124.5 54.5

塔身 花崗岩 183.5 82.0 28.5

無縫塔

角台石 花崗岩 35.0 94.0 (31.0)

台石 花崗岩 17.0 41.0 (22.0)

塔身 花崗岩 93.5 58.5 58.5

『牡鹿町誌』によると、嘉永五歳の紀年
銘があることから、嘉永５（1852）年の
造立としているが、判読できなかった。
昭和58（1983）年に、旧北参道船着場の
「滝の尻」付近の砂浜で発見された。現
在は境内へ移されている。

塔
類

7

無縫塔（開山上人脱履の跡碑）
【塔身】
（正面）
■■■■■■

『牡鹿町誌』には、「開山上人脱履の跡
碑」として載る。享保17（1732）年とす
るが、紀年銘は確認できなかった。
銘文は判読困難だが、種子６字を配す
る。『宮城県史蹟・名勝・天然記念物』
では大日如来の真言としている。

標
類

5

権大僧都宥雄菩提碑 【塔身】
享保16年
（1731年）

【塔身】
（正面）
[種子]アビラウンケン／オンアボキャベイロシャノウ
マカボダラマニハンドマジンバラハラバリタヤウン
　光明真言百万遍
　　享保十六辛亥歳
　　　　　　　　　■■■
　　權大僧都法印宥雄菩提也
　　　　　　　　　宥純
　　三月二十四日　宥宣

大金寺７代住職の宥雄は享保10（1725）
年示寂とされ、七回忌の折に造立された
供養碑か。

6

八大龍王碑

【塔身】
（正面）
八大龍王神

現在は「子安地蔵」と称される。
２点の角石（花崗岩）を並べた基台に乗
る。

4

八臂弁財天坐像
『牡鹿町誌』は八臂観音とするが、蛇の
意匠が見られ、弁財天と判断される。

3

地蔵菩薩坐像（子安地蔵）
【角台石】
寛政４年
（1792年）

【角台石】
（右側面）
寛政四年壬子年
施主
　筑前國唐泊浦
　　宮市丸
　　　十五郎

（正面）
先祖代々
三界萬霊
海上安全

（左側面）
筑前唐泊浦一体
津軽青森一体
松前箱舘一体
佐渡嶋小木濵一体
志州的屋浦一体
仙臺金花山一体

像
類

３点の角石（花崗岩）を並べた２段の基
台に乗る。

2

金剛界大日如来坐像
坐禅石上に所在。原位置ではないと思わ
れる。頭部欠損。

３点の角石（花崗岩）を並べた２段の基
台に乗る。地上に置いた２点と蓮台の間
に残りの１点を配し、１-ⅱの頭高と揃
うように設えられている。

1-ⅱ

胎蔵界大日如来坐像（両部大日）
【角台石】
文久３年
（1863年）

【角台石】
（正面）
奉納
　文久三癸亥歳
　七月■■日
　中城■■
　小■■■■
　※以下３行以上判読不可

1-ⅰ

金剛界大日如来坐像（両部大日）

大別 番号
名称（通称）

紀年銘 銘文 備考










